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反強誘電体の staggered分極 と歪の間にはネール点以上では staggered分極 の二次と
歪の一次の結合があり,これはいわゆる nuctuation機構による超音波分散を与える0
この超音波分散の理論的検討は多 くの研究者によってなされているが,実験結果の解析
法は単純ではない｡一方,ネール点以下では staggered分極 は波数 Oをもつ全対称モー
ドになるため, staggered分極 と歪とは双一次結合の項をもち,また,このばあいも高
次の項として staggered分極 の二次と歪の一次の結合の項もあるD後者の結合は前と同
じように nuctuation機構 により超音波分散をもたらす｡前者の結合 はいわゆるLandau-
Khalatnikov機構 による超音波分散をもたらす｡このLandau-Khalatnikov機構による減
衰を使うことにより,ネール点以下での臨界緩和時間の温度依存性を容易に,多くの仮
定なしに, もとめることができる｡
われわれは反強誘電体NaN02 において超音波吸収係数･弾性率,誘電率の同時測定
を行なった｡誘電率を同時に測定することはネール点を正確に決める上で重要である｡
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別の誘電率と熱容量の同時測定から,反強誘電体NaN02 のネール点は誘電率が極大に
なる温度の0.1℃下にあることがわかっている｡それにしたがい,ネー ル点からの温度
と超音波吸収係数,弾性率の関係を明らかにできた｡超音波吸収係数はネール点より上
では温度の上昇とともに小さくなり,ネール点に最大をもっようなふるまいをすること
がわかった｡また,周波数を大きくするとともに超音波吸収係数が高温側の全温度領域
にわたって大きくなることがわかった｡これらの超音波吸収係数は fluctuation 減衰に
よっているはずである｡一方,ネール点より下では,nuctuation減衰によるネール点で
最大をもっような超音波吸収係数の上に, Landau-Khalatnikov 減衰によるネール点よ
り低い温度で最大をもつような超音波吸収係数が重畳してあらわれることがわかった｡
Landau-Khalatnikov機構による超音波吸収係数のばあい,それによってオーダ･パラ
メータ(いまのばあい staggered分極 )の緩和時間をもとめるときには次のような手順
によればよい｡超音波吸収係数が最大になる温度 をTとする｡ そのときの測定角周波数
をWとする｡ 温度Tにおける緩和時間 Tは1/Wで与えられる｡このようにして測定角周
波数を変えて超音波吸収係数を測定することにより,緩和時間の温度紋存性がもとめら
れる｡NaN02の反強誘電相転移点近傍でこの機構によると考えられる超音波吸収係数
の実験結果を解析 し, staggered分極の緩和時間がネール点にむかって発散することが
明らかにされた｡このことは,この物質において一様電場に対する応答に関係する誘電
分散の測定からもとまる一様分極の緩和時間がネール点にむかって長 くはなるが,発散
はしないことと対象的である｡ 現在のところ Landan-Khalatnikov機構による超音波吸収
係数とfluctuation機構による超音波吸収係数をうまく分離する方法はあまり検討され
ていないが,高温側の nuctuation機構だけによる超音波吸収係数を利用して低音側の
nuctuation機構による超音波吸収係数の部分だけを推測する方法が確立されることが
望まれる｡今後,詳細な超音波分散による相転移の動的機構の研究がなされるとともに
その重要性は増すであろう｡
-A151
